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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月12日(2020.10.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電デバイス素子を収容する容器に取り付けられる弁構造体であって、
　第１要素と、前記第１要素と別体の第２要素とを含む複数の部品と、
　前記第１要素と前記第２要素との間に介在し、前記第１要素と前記第２要素とを接着す
る接着剤層と
を備える、
蓄電デバイス用弁構造体。
【請求項２】
　前記複数の部品は、弁体をさらに含み、
　前記第１要素は、前記弁体を受け取るバルブシートであり、
　前記第２要素は、前記バルブシートに前記弁体の反対側において接続される部品である
、
請求項１に記載の蓄電デバイス用弁構造体。
【請求項３】
　前記複数の部品は、前記第１要素及び前記第２要素とは別体の第３要素をさらに含み、
　前記第２要素は、前記容器の内部において発生したガスを前記容器の外部へ排出する第
１通気路を有し、前記容器の内部において発生した前記ガスが前記第１通気路に流入する
ように前記容器に固定されており、
　前記第３要素は、前記第１通気路に連通し、前記弁体が収容される第２通気路を有する
とともに、前記第１通気路に流入した前記ガスが前記第２通気路に流入するように前記第
２要素に接続され、
　前記第２要素と前記第３要素との間に介在し、前記第２要素と前記第３要素とを接着す
る別の接着剤層、
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をさらに備える、
請求項２に記載の蓄電デバイス用弁構造体。
【請求項４】
　前記バルブシートは、フッ素ゴムから構成され、、
　前記第２要素となる部品は、金属製又は樹脂製である、
請求項２又は３に記載の蓄電デバイス用弁構造体。
【請求項５】
　前記複数の部品は、弁体をさらに含み、
　前記第１要素は、前記容器の内部において発生したガスを前記容器の外部へ排出する第
１通気路を有し、前記容器の内部において発生した前記ガスが前記第１通気路に流入する
ように前記容器に固定されている部品であり、
　前記第２要素は、前記第１通気路に連通し、前記弁体が収容される第２通気路を有する
とともに、前記第１通気路に流入した前記ガスが前記第２通気路に流入するように前記第
２要素に接続される部品である、
請求項１に記載の蓄電デバイス用弁構造体。
【請求項６】
　前記接着剤層は、酸変性ポリオレフィン及びエポキシ樹脂を含む、
請求項１から５のいずれかに記載の蓄電デバイス用弁構造体。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載の蓄電デバイス用弁構造体において、前記接着剤層を
構成するために使用される接着剤。
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